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第四篇 相対的剰余価値の生産 

 

第一〇章 相対的剰余価値の概念     

【③ pp. 553-568】（pp. 331-340） 

 

「労働日の延長によって生産される剰余価値を、私は絶対的剰余価値と名づける。これにた

いして、剰余価値が、必要労働時間の短縮およびそれに対応する労働日の両構成部分の大き

さの割合における変化から生じる場合、これを、私は相対的剰余価値と名づける。」【p. 558】 

 

■ 相対的剰余価値 

  ○ 労働日：必要労働時間と剰余労働時間 

    a                      b                       c 

      

           

                必要労働時間      剰余労働時間 

 

 ○ 労働日（a → c）が一定の場合の剰余価値の増大：ｂ→ｂ´ 

      a              b´     b                       c 

 

          

             必要労働時間      剰余労働時間 

 

 ○ 必要労働時間はいかに短縮されるのか？                             【③ p. 559】 

     必要労働時間：労働力の再生産に必要な労働時間 

＝ 労働力の再生産に必要な商品に含まれる労働時間の量 

労働力の価値を規定する生産物の生産における生産力の増大 

 

 労働力の再生産に必要な商品の価値の低下 

 

 労働力の価値の低下 

 

 必要労働時間の短縮  

 

 剰余労働時間の増大・剰余価値の増加 
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■ 特別剰余価値                     【③ pp. 560-】（pp. 335-） 

新しい生産様式による個別的な生産力の上昇 

            

 個別的価値 ＜ 社会的価値 

                   ＋ 

               より多くの商品生産 

 

                より大きな販路・市場が必要 

  

        「価格の引き下げによってのみ、より大きな市場圏を獲得」 【③ p. 562】 

 

個別的価値 ＜ 販売価格 ＜ 社会的価値 

           特別剰余価値 ＝ 社会的価値 － 販売価格 

 

            競争の強制法則 → 新しい生産様式の普及 

 

特別剰余価値の消滅 

       労働力の日価値が低下 

 

      必要労働時間を剰余労働へ編入 ＝ 剰余価値生産増  【③ p. 565】（p. 338） 

   ○ 「…商品の価値は労働の生産力の発展に反比例して低下するが、相対的剰余価値は

労働の生産力の発展に正比例して増大するということから、すなわち、この同一の

過程が、諸商品を安くし、しかもしれに含まれる剰余価値を増大させる」 

【③ p. 566】（p. 339） 

○「… 労働の生産力の発展による労働の節約は、資本主義的生産においては、決して

労働日の短縮を目的としてはいない。」               【③ p. 567】（pp. 339-340） 

    ○「労働の生産力の発展は、資本主義的生産の内部では、労働日のうち労働者が自分自

身のために労働しなければならない部分を短縮し、まさにそのことによって、労働

日のうち労働者が資本家のためにただで労働することのできる他の部分を延長す

ることを、目的としている。」            【③ pp.567-568】（p. 340） 

 

第一一章 協 業 

【③ pp. 569-592】（pp. 341-355） 

第一二章 分業とマニュファクチュア 

【③ pp. 593-651】（pp. 356-390） 

■ 剰余価値生産の増大を目指した生産諸方法の変革の考察 
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■ マニュファクチュア：協業の中に分業が持ち込まれる生産形態の考察 

■ マニュファクチュアにおける資本主義的性格 

 ○ 資本の可変的構成部分とともに、不変的構成部分も増加 

 ○ 労働者の部分労働者化 

  ● 生産物の完成も生産全体の把握ができない 

  ● 資本の力を媒介にして生産物は完成しうるように見え、結合労働から生まれる生産力

は資本の生産力として現象する 

 

第一三章 機械設備と大工業 

【③ pp. 652-884】（pp. 391-530） 

■ 「労働の生産力の他のどのような発展とも同じように、機械は、商品を安くして、労働

日のうち労働者が自分自身のために費やす部分を短縮し、彼が資本家に無償で与える

労働日の他の部分を延長するはずのものである。機械は、剰余価値の生産のための手段

である。」                                                   【③ p. 652】（p 391） 

■ 産業革命 → 資本主義経済の生産力基盤である機械制大工業の確立 

  ⇒ ① 労働の過酷化、② 資本による労働者支配の確立、③ 労働者の抵抗・闘い、 

④ 「全体的に発達した個人」形成の諸条件 

■ 搾取強化の新しい方式の出現 

 ○ 機械設備の導入 → 労働日の無制限の延長の欲求 → 「社会の反作用」→ 工場立法に

よる標準労働日 → 労働日の延長による剰余価値の増大に制限 → 「労働の強化」 

  ● 「…労働日の延長による剰余価値の生産の増大がきっぱりと断ち切られたこの瞬間

から、資本は、全力でまた完全に意識して、機械体系の加速的発展による相対的剰

余価値の生産に没頭した。」                               【③ p. 719】（p. 432） 

    ● 12 時間から 10 時間労働法の適用（1847 年）  

「『あらゆる種類の機械に加えられたいろいろな大改良は、機械の生産力をいちじる

しく高めた。労働日の短縮が、……これらの改良に刺激を与えたことは、まったく疑

問の余地がない。これらの改良と労働者のより強度な緊張とは』（二時間すなわち 1

／6 だけ）『短縮された労働日で、以前のより長い労働日に生産されたのと少なくと

も同量の製品が生産されるという結果をもたらした。』」       【③ p. 728】（p. 438） 

 

 

第五篇 絶対的および相対的剰余価値の生産 

第一四章 絶対的および相対的剰余価値 

【③ pp. 885-902】（pp.531-541） 

趣旨：絶対的剰余価値（第 3 篇）と相対的剰余価値（第 4 篇）とを結合して、資本主義的生

産における搾取の全体的把握をする。 
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■ 生産的労働  

 ○ 本源的規定：労働過程の成果＝物質的生産物からの考察 

「全過程を、その結果のすなわち生産物の立場から考察すれば、労働手段と労働対象の

両者は生産手段として、労働そのものは生産的労働として現われる。」 

【② pp. 315-316】（p. 196） 

     ＝ 人間が自然に働きかけて生産物をつくる＝生産的労働＝使用価値を生産する労働 

 ○ 資本主義的（歴史的）規定：価値増殖過程の成果＝剰余価値生産からの考察 

 「資本主義的生産は商品の生産であるだけでなく、本質的には剰余価値の生産であ

る。」                                                 【③ p. 896】（p. 532）  

   「資本家のために剰余価値を生産する、すなわち資本の自己増殖に役立つ労働者だけ

が生産的である。」                                  【③ p. 897】（p. 532） 

   ＝ 直接に資本の増殖のために生産的に消費される労働（賃労働） 

■「資本のもとへの労働の」「形式的包摂」と「実質的包摂」 

 ○ 絶対的剰余価値の生産：必要労働時間を超えて労働を延長  

 「資本主義制度の一般的基礎をなし、また相対的剰余価値の生産の出発点」 

【③ p. 888】（p. 532） 

 ● 生産力一定のもとでの剰余価値生産 

    資本家は労働力商品を購入し、その使用価値を消費する権利にもとづいて労働者

に剰余価値の生産を強制 ＝ 「形式的包摂」 

 ○ 相対的剰余価値の生産：生産力の発展による必要労働時間の短縮 

     「相対的剰余価値の生産は労働の技術的諸過程および社会的諸編成を徹底的に変革

する。」                        【③ p. 888】（p. 532） 

「…相対的剰余価値の生産は、一つの独自の資本主義的生産様式を想定するのであっ

て、この生産様式は、その方法、手段、および条件そのものとともに、最初は、資

本のもとへの労働の形式的包摂を基礎として、自然発生的に成立し、発展させられ

る。形式的包摂に代わって、資本のもとへの労働の実質的包摂が現われる。」 

【③ p. 874】（p. 533） 

    ● 生産力の絶えざる変革 

    労働者は機械・資本なしには労働することができなくなり、労働の資本への従属を

強制 ＝ 「実質的包摂」 

 

第一五章 労働力の価格と剰余価値との大きさの変動 

【③ pp. 903-921】（pp. 542-552） 

■ 剰余価値の大きさの変動 

 ○ 想定 

  ● 商品は価値通りに販売  ● 労働力の価格は価値以下にはならない 
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【③ p. 904】（p. 542） 

 ○ 労働力の価格と剰余価値との相対的な大きさを制約する三要因 

【③ pp. 904-921】（pp. 543-552） 

  ① 労働日の長さ（＝ 労働の外延的大きさ） 

  ② 労働の標準的強度（＝ 労働の内包的大きさ） 

  ③ 労働の生産力  

   ⇒ さまざまな要因によって多様な組合せが可能    

３つの組合せによって剰余価値の生産がどのようにおこなわれ、剰余価値率にど

のような影響があるのか？ 

 

第一節 労働日の大きさおよび労働の強度が不変で（与えられていて） 

労働の生産力が可変である場合 

⇒ ①②が不変、③が可変 

■ ３つの法則  

 ○ 労働の生産力が変動しても、同じ労働日による価値生産物は変わらない 

    ⇒ 量と価値額の関係 

【③ p. 905】（p. 543） 

○ 労働の生産力の変動は「労働力の価値には逆の方向に作用し、剰余価値には同じ方向

に作用する」           

⇒ 生産性上昇 ＝ 労働力価値の低下 → 剰余価値増大 

                       【③ pp. 905-906】（pp. 543-544） 

○ 「剰余価値の増加または減少は、つねに労働力の価値のそれに照応する減少または増

加の結果であって、決してその原因ではない。」   

   ⇒ 剰余価値の変動 ＝ 生産力の変動 → 労働力の価値の変動 

【③ pp. 907-910】（pp. 544-546） 

 

第二節 労働日と労働の生産力とが不変で労働の強度が可変である場合 

⇒ ①③不変、②可変 

■ 「労働の強度の増大は、同一時間内での労働支出の増加を意味する。だから、強度のよ

り大きい労働日は、同じ時間数の強度のより小さい労働日よりも、より多くの生産物に

体化される。」                                         【③ p. 911】（p. 547） 

■ 労働の強度が可変である場合は、一定の労働日においてより多くの生産物を生産するこ

とから、生産力が高くなる効果と同じ 

 ○ 労働の生産力の増大と労働強度の強化との違い 

  ● 生産力増大の場合：個々の生産物は少ない労働しか必要としない  

→ 個々の生産物価値は低下、総価値不変、量的には増加 
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    ● 強度強化の場合：同量の労働を費やす → 個々の生産物価値は不変、量的増加に

よって総価値増加 

 ○ 労働の強度の増大：労働支出の増加＝労働力価値の増加  

    ⇒ 剰余価値と労働力価値の増加：労働力価格の価値上昇以下もあり得る 

 

第三節 労働の生産力と強度が不変で労働日が可変である場合 

⇒ ②③不変、①可変 

■ 労働日の可変 

○ 労働日が短縮される場合                   【③ p. 914】（pp. 548-549） 

  ● 必要労働時間が変わらないとすれば、剰余労働の短縮 ＝ 剰余価値の縮小 

    ⇒ 剰余価値の縮小の穴埋めのために、労働力の価格の価値以下への引下げ 

○ 労働日が延長される場合 

  ● 剰余労働の増大 ＝ 剰余価値の増大 

    ⇒ 労働力の価格が不変の場合には、労働力の消耗度が増す 

      ＝ 労働力の正常な再生産のための諸条件が破壊される 

 

第四節 労働の持続、生産力、および強度が同時に変動する場合 

■ ３つの要因（労働日、生産力、労働の強度）の同時変動の場合 

 ○ ２つの検討 

  （一） 労働の生産力が減少し、同時に労働日の延長や労働強度の強化が行われる場合 

     ⇒ 労度日の延長、労働強度の強化による剰余価値の増大が可能 

【③ pp. 916-918】（pp. 550-551） 

  （二） 労働の強度と生産力が増加し、同時に労働日が短縮される場合 

     ⇒ 労働日における労働生産物の生産量の増加 

       → 労働者の生活手段の量に影響する場合、必要労働時間を短縮 

→ 資本主義の限界：剰余労働がなくなる限界までの縮小はない 

     「資本主義的生産形態が廃止されれば、労働日を必要労働に限定することが可能

となる。」                                         【③ p. 920】（p. 552） 

     「資本主義社会においては、一階級の自由な時間は、大衆のすべての生活時間を

労働時間へ転化することによって生み出される」 【③ pp. 920-921】（p. 552） 

 

 

第一六章 剰余価値率を表わす種々の定式 

■ ３つの定式 

 ○ Ⅰ式   剰余価値（m）    剰余価値      剰余労働 

         可変資本（v）     労働力の価値    必要労働  
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 ○ Ⅱ式   剰余労働       剰余価値     剰余生産物 

         労働日       生産物価値         総生産物 

   ⇒ 「これら（Ⅱの）すべての定式において、労働の現実の搾取度または剰余価値率は、

まちがって表現されている。」                       【③ p. 923】（p. 553） 

     「剰余価値と労働力の価値とを価値生産物の分割部分として表わすことは……資本

関係の特殊な性格、すなわち可変資本と生きた労働力との交換、およびそれに照

応した生産物からの労働者の排除をおおい隠す。それに代わって、労働者と資本

家とが生産物をそのさまざまな形成諸要因の割合にもとづいて配分するある協同

関係、という偽りの外観が現われる。」                【③ p. 926】（p. 555） 

           ＝ 労働力の搾取が剰余価値の源泉という本質を覆い隠し、生産物価値のなかか

ら、資本家と労働者が分配しあうという「偽りの外観」 

 ○ Ⅲ式   剰余価値       剰余労働      不払労働 

          労働力の価値      必要労働      支払労働 

■ 指揮権 

 「したがって、資本は、A・スミスが言うように、労働にたいする指揮権であるだけでは

ない。それは、本質的に不払労働にたいする指揮権である。すべての剰余価値は、それ

がのちに利潤、利子、地代などのどのような特殊な姿態に結晶化しようとも、その実体

からすれば、不払労働時間の体化物である。資本の自己増殖についての秘密は、一定分

量の他人の不払労働にたいする資本の処分権に解消される。」 

【③ pp. 927-928】（p. 556） 

 

 

第六篇 労 賃 

第一七章 労働力の価値または価格の労賃への転化 

 

■ プルジョア社会 

 「労働者の賃金は、労働の価格、すなわち一定分量の労働にたいして支払われる一定分

量の貨幣として現われる。ここでは、人は、労働の価値について語り、この価値の貨幣

表現を労働の必要価格または自然価格と名づける。他方、人は、労働の市場価格、すな

わち労働の必要価格の上下を変動する価格について語る。」   【③ p. 929】（p. 557） 

■ 商品の価値 

 「…商品の価値とはなにか？商品の生産に支出される社会的労働の対照的形態である。

また、われわれは、この価値の大きさをなにによってはかるのか？商品に含まれる労働

の大きさによってである。」                【③ p. 929】（p. 557） 
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■ 「一二時間の労働日は、たとえば六シリングの貨幣価値で表される。いま、等価物どう

しが交換されるものとしよう。そのときには、労働者は一二時間の労働と引き換えに

六シリングを受け取る。彼の労働の価格は、彼の生産物の価格と等しいであろう。こ

の場合、彼は、労働の買い手のためになんの剰余価値をも生産せず、六シリングは資

本に転化せず、資本主義的生産の基礎は消滅することになる…」             

【③ p. 931】（p. 558） 

■ 労賃：搾取の隠蔽（支払労働と不払労働の不明瞭化） 

    「賃労働では、剰余労働または不払労働さえも支払労働として現われる。」 

「…労働力の価値および価格を労賃の形態に ─または労働そのものの価値および価

格に─ 転化することの決定的重要性が理解される。現実の関係を見えなくさせ、まさ

にその正反対のことを示すこの現象形態は、労働者および資本家のもつあらゆる法律

概念1、資本主義的生産様式のあらゆる神秘化、この生産様式のあらゆる自由の幻想、

俗流経済学のあらゆる弁護論的たわごとの、基礎をなしている。」 

【③ pp. 938-939】（p. 562） 

■ 「経済学が労働の価値と名づけるものは、実際には労働力の価値であり、この労働力は、

労働者の人身のうちに存在するのであって、その機能である労働とは別のものである

ことは、機械がその作動とは別のものであるのと同じである。」【③ p. 935】（p. 560） 

■ 賃労働者の無償労働（剰余労働）の隠蔽 

  「労賃の形態は、必要労働と剰余労働とへの、支払労働と不払労働とへの労働日の分割

のあらゆる傷跡を消してしまう。すべての労働が支払労働として現われる。」 

                                                      【③ pp. 937-938】（p. 562） 

       ⇒ 封建制：農奴の強制労働（剰余労働）は領主の土地で行なわれ、農奴の必要労

働を行なう保有地から別の場所で行なわれるため、搾取は一目瞭然 

      奴隷制：奴隷が自分自身のために労働する部分さえも、奴隷所有者のための労

働として現われる。 

資本主義：必要労働と剰余労働とは区別されては現われない 

■ 労賃の後払い 

  「さらに加えて労働者は、労働を提供したあとに支払いを受ける。そして貨幣は、支払

い手段としてのその機能においては、提供された物品の価値または価格、すなわちこの

場合では提供された労働の価値または価格を、事後において実現するのである。」 

【③ p. 939】（p. 563） 

   ＝ 労働力商品の使用価値（有用性 ─労働すること）の資本家への譲渡は「12 時間」

の労働がすべて終了したところで完了する（実質的譲渡の完了）。資本家は労働力

 
1 日本の労働基準法第 11 条「賃金」において、「賃金とは、賃金、給料、手当、賞与その他名称の如何を

問わず、労働の対償として使用者が労働者に支払うすべてのものをいう」 
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商品の使用価値の完全な譲渡を見届けてから、労働力商品の価値の支払いを行な

う。 

    ⇒ この「後払い」という支払方法が、労賃が全労働への対価・報酬という、本質

的関係を見誤らせる 

 

 

第４分冊 

第７篇 資本の蓄積過程 

本篇の課題 

「ある貨幣額が生産手段と労働力とに転化することは、資本として機能すべき価値分量

が行なう第一の運動である。この運動は市場で、すなわち流通部面で行なわれる。運動の

第二の局面である生産過程は、生産手段が商品に転化されると完了するが、この商品の価

値はその構成諸部分の価値を超えており、したがって最初に前貸しされた資本に剰余価

値を加えたものを含んでいる。これらの商品は、それからふたたび流通部面に投げ込まれ

なければならない。これらの商品を売り、それらの価値を貨幣に実現し、この貨幣をあら

ためて資本に転化し、そしてこれらを絶えず新たに繰り返すことが必要である。いつも同

じ継起的な諸局面を通過するこの循環は、資本の流通を形成する。」 

【④ p. 967】（p. 589） 

■ これまで資本の生産過程：１回限りの生産・搾取の過程を断面的に考察 

   本篇 ⇒ １回限りの生産と搾取の結果が、どのように次の生産と搾取につながるの

かの流れの分析 ＝ 生産の連続的な流れ（資本の蓄積過程）のなかで考察 

■ 連続的な繰り返しの考察 

   本篇 ⇒ 新しい特徴、性質、規定、内容が浮かび上がってくる 

 

本篇の分析方法 

■ 第１の条件 

「蓄積の第１の条件は、資本家が自分の商品を売り、それで得た貨幣の大部分を資本に

再転化するということをすでになし終えていることである。」  【④ p. 981】（p. 589） 

   ＝「資本がその流通過程を正常に通過することが前提されている。」 

【④ p. 981】（p. 589） 

   「商品を生産する資本家が商品をその価値どおりに売るものと想定」 

【④ p. 982】（p. 590） 

    ⇒ 第１部での蓄積論の主題 ＝ 生産過程の分析 → 流通過程：第２部 

■ 第２の条件 
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「剰余価値を生産する資本家、すなわち不払労働を直接に労働者からくみ出して商品

に固定させる資本家は、なるほどこの剰余価値の最初の取得者であるが、決してその

最後の所有者ではない。」                【④ p. 982】（p. 589） 

    ⇒ 資本家＝「全剰余価値の所有者」「獲物を分け合うすべての仲間の代表者」 

      → 剰余価値の商人（利潤）、銀行家（利子）、地主（地代）への転化形態：第３部 

 ■ なぜ段階的に考察するのか？ 

   「…剰余価値の分割と流通の媒介運動とは、蓄積過程の単純な基本形態をあいまいに

する。だから、蓄積過程を純粋に分析するためには、蓄積過程の機構の内的作用をお

おい隠すいっさいの現象をしばらく度外視することが必要である」 

【④ p. 983】（p. 590） 

本篇の構成 

 ■ 第 21 章「単純再生産」 

    剰余価値が生産に投下されず、同じ規模での生産が繰り返されるケース 

 ■ 第 22 章「剰余価値の資本への転化」（＝拡大再生産） 

    剰余価値の一部または全部が資本に転化され、生産の規模が拡大するケース 

 ■ 第 23 章「資本主義的蓄積の一般的法則」 

    新たな概念：「資本の有機的構成」「相対的過剰人口」「産業予備軍」社会の二極分化 

 

 

第二一章 単純再生産 

■ 再生産過程 

   「生産過程は、その社会的形態がどのようなものであっても、継続的でなければならな

い。あるいは周期的に絶えず新たに同じ諸段階を通過しなければならない。社会は、

消費することをやめることができないのと同様に、生産することをやめることはでき

ない。それゆえ、あらゆる社会的生産過程は、その恒常的な連関のなかで、またその

更新の絶えざる流れのなかで考察すれば、それは同時に再生産過程である。」                                                              

【④ p. 984】（p. 591） 

■ 単純再生産 

 「この収入が資本家にとって消費元本としてだけ役立つならば、あるいは、周期的に獲得

されるのと同じように周期的に消費されるならば、他の事情が変わらなければ単純再

生産が行なわれる。」                                     【④ p. 985】（p. 592） 

○ 資本家が生産過程で生まれた剰余価値を次の生産過程に追加資本として投下しないで、

自分の個人的消費として使用するため、生産規模は同じまま繰り返される 

 

■ 単純再生産を考察する意義 
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この繰り返しは、「この過程にある新しい性格を刻印」し「その過程が単なる孤立的

な過程の経過であるかのような外観上の性格を消滅させる」 【④ p. 986】（p. 592） 

  ■ 新しく見えてくる５つの内容 

  ① 可変資本の本質                           【④ pp. 987-989】（pp. 592-594） 

   「…われわれが資本主義的生産をその更新の絶え間ない流れのなかで考察するだ

けで、可変資本は資本家自身の元本から前貸しされた価値であるという意義を

失ってしまう。」                                        【④ p. 989】（p. 594） 

       ⇒ 資本家が労賃を労働者に前貸しした可変資本は、生産の反復で考察すれば幻

想である。 

     労働者は、生産のあいだ自分自身の維持・再生産しなければならない。そのた

めの生活手段は、過去の自らの労働生産物であるが、資本主義的生産においては、

労働過程は資本の価値増殖の手段であると同時に、労働生産物は労働者階級か

ら疎外され、すべて資本家階級の所有になる。そのため、労働者には労賃が支払

われるが、この支払が資本家による可変資本の前払い（前貸し）として現われる。 

     賃労働者の現在の労働は、労働者自身の過去の労働をもって支払われる・ 

 

「資本家階級は、労働者階級によって生産され資本家階級によって取得される

生産物の一部分にたいする権利証書を、絶えず貨幣形態で労働者階級に与え

る。労働者は同じように絶えずこの権利証書を資本家階級に返付し、それとと

もに彼自身の生産物のうちで彼自身のものになる部分を資本家階級から引き

取る。生産物の商品形態と商品の貨幣形態とはこの取引を変装させる。」 

【④ p.987】（p. 593） 

         ⇒ 労賃＝可変資本は、自分の生産物の一部を資本家階級から取り戻す証書 

 

  ② 前貸し総資本の内実                      【④ pp. 989-991】（pp. 594-595） 

        「資本主義的生産過程の単なる継続、すなわち単純再生産は、まだそのほかにも、

可変資本部分ばかりでなく総資本にもおよぶ独特な変化を引き起こす。」 

【④ p. 989】（p. 594） 

          「一定の年数が経過したのちには、彼が所有する資本価値は同じ年数のあいだ

に等価なしで取得した剰余価値の総額に等しく、彼が消費した価値額は最初

の資本価値に等しい。」                               【④ p. 990】（p. 595） 

      「したがって、およそ蓄積というものをまったく無視しても、生産過程のたんな

る継続、あるいは単純再生産は、長かろうと短かろうとある期間ののちには、

すべての資本を、蓄積された資本または資本化された剰余価値に必然的に転化

させる。資本は、それが生産過程にはいったときにはその使用者（企業家 ─フ



12 

 

ランス語版）がみずから働いて得た財産であったとしても、遅かれ早かれ、そ

れは等価なしに取得された価値となる」               【④ p. 991】（p. 595） 

          

      例：資本：￡1000  毎年の剰余価値：￡200 

         単純再生産 → 剰余価値￡200 ＝ 資本家によって消費 

          → ５年後：￡200×５年 ＝ ￡1000 ＝ 消費され尽くした最初の資本 

                                  ＋ 

                        等価なしに資本家が取得した剰余価値 

        ⇒ 一定期間の経過後、資本そのものが搾取によって得られた「不払労働

の体化物」【p. 977】（p. 595）へと変身 

 

  ③ 資本主義的生産関係の再生産                  【④ pp. 991-992】（pp. 595-596） 

      資本主義的生産様式の出発点 ＝「一方には価値または貨幣所有者、他方には

価値を創造する実体の所有者が、すなわち一方には生産手段および生活手段

の所有者、他方には労働力以外にはなにももたない所有者が互いに買い手と

売り手として相対」               【④ p. 991】（p. 595） 

     「しかし、はじめはただ出発点にすぎなかったものが、過程の単なる継続である

単純再生産に媒介されて、資本主義的生産特有の成果として絶えず新たに生産

され、永久化される。」                                【④ p. 992】（p. 595） 

       「…労働者自身は絶えず客体的な富を資本として、すなわち彼にとっては外的で

あって彼を支配し搾取する力として、生産するのであり、そして資本家もまた

絶えず労働力を富の源泉として、すなわち、主体的な、それ自身の対象化およ

び現実化の手段から切り離された、抽象的な、労働者の単なる生身のうちに存

在する富の源泉として、簡単に言えば労働者を賃労働者として生産するのであ

る。労働者のこの不断の再生産あるいは永久化が、資本主義的生産の“不可欠

の条件”である。」                                【④ p. 992】（p. 596） 

   ⇒ 再生産されるのは生産物だけではなく、労働者階級が資本家階級によって搾取 

される搾取関係、資本主義的な生産関係そのものが再生産 

 

  ④ 賃労働者の個人的消費の性格【④ pp. 993-997】（pp. 596-598） 

    「労働者の消費には二種類ある」【p. 993】（p. 596） 

            生産的消費：労働によって生産手段を消費し、その価値を生産物に転化。 

            労働力を購入した資本家による労働者の労働力の消費。 

      個人的消費：労働力を売って支払われた貨幣を労働者は生活手段に費やす 
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    「労働者はしばしば自分の個人的消費を生産過程の単なる付随物にすることを余

儀なくされる。この場合、彼は自分の労働力を動かし続けるために自分に生活

手段を与えるのであって、それは蒸気機関に石炭や水が与えられ、歯車に油が

与えられるのと同じである。その場合には、彼の消費手段は単に一生産手段の

消費手段であり彼の個人的消費は直接的に生産的消費である。」 

                                               【④ p. 994】（p. 597） 

        「…労働者階級の個人的消費は、資本によって労働力と引き換えに譲渡された

生活手段の、資本によって新たに搾取されうる労働力への再転化である。それ

は、資本にとってもっとも不可欠な生産手段である労働者そのものの生産お

よび再生産である。」                              【④ p. 995】（p. 597） 

         「労働者階級の不断の維持と再生産は、資本の再生産のための恒常的条件であ

る。」                                            【④ p. 995】（p. 598） 

 

        ⇒ 資本主義的生産における労働者の個人的消費は、「蒸気機関に石炭や水」「車

輪に油」と同じ 

 

  ⑤ 「見えない糸」による資本への緊縛        【④ pp. 997-1006】（pp. 599-600） 

       「…社会的観点から見れば、労働者階級は直接的な労働過程の外部でも、死ん

だ労働用具と同じように資本の付属物である。彼らの個人的消費でさえも、

ある限界内では、ただ資本の再生産過程の一契機でしかない。しかしこの過

程は、この自己意識のある生産用具が逃げてしまわないようになっており、

そのために、彼らの生産物を絶えず彼らの極から資本という対極へと遠ざけ

る。個人的消費は、一方では彼ら自身を維持し再生産するようになっており、

他方では生活手段を使い果たせることによって、彼らが絶えず労働市場に再

出現するようになっている。ローマの奴隷は鎖によって、賃労働者は見えな

い糸によって、その所有者につながれている。賃労働者の独立という外観は、

個々の雇い主が絶えず替わることによって、また契約という‟法的擬制“によ

って維持されるのである。」                 【④ pp. 997-998】（p. 599） 

 ■ 総括 

○ 「…資本主義的生産過程は、その特有の進行によって労働力と労働諸条件との分離を

再生産する。資本主義的生産過程は、このことによって労働者の搾取条件を再生産し

永久化する。…（略）…事実上、労働者は、自分自身を資本家に売るまえに、すでに

資本に属している。彼の経済的隷属は、彼自身の販売の周期的更新や、彼の個人的雇

い主の交替や、労働［力］の市場価格の変動によって、媒介されるとともにおおい隠

されている。」                                 【④ pp. 1004-1005】（p. 603） 

○「したがって、資本主義的生産過程は、その連関のなかで考察すれば、すなわち再生産
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過程としては、剰余価値だけを生産するのではなく、資本関係そのものを、一方に

は資本家を、他方には賃労働者を生産し、再生産するのである。」 

【④ p. 1006】（p. 604） 

 

 

第二二章 剰余価値の資本への転化 

第一節 拡大された規模との資本主義的生産過程。商品生産の所有法則の 

資本主義的取得法則への転換 

■ 資本の蓄積 

  「どのように資本から剰余価値が生じるかはさきに考察したが、いまや、どのように剰

余価値から資本が生じるかを考察することになる。剰余価値を資本として用いること、

あるいは剰余価値を資本に再転化することは、資本の蓄積と呼ばれる。」 

【④ p. 1007】（p. 605） 

    「さしあたり、この経過を個別資本家の観点から考察しよう。」 

【④ p. 1007】（pp. 605-607） 

  ○ 剰余価値率 100％ 投下総資本：10,000G（不変資本：8,000C、可変資本：2,000V） 

                         ＝ 不変資本４：可変資本１ 

    ● 第１回目の生産 

           8,000 (C)                        8,000  

      10,000       …… P …… 12,000   

            2,000 (V)                        4,000（2,000V ＋ 2,000M） 

 

    ● 第２回目の生産 

    ① 追加資本部分：2,000M を全て追加資本として蓄積・充用 

           1,600 (C)                          1,600  

            2,000              …… P ……   2,400 

                 400 (V)                           800（400V ＋ 400M） 

    ② 投下資本全体：10,000 ＋ 2,000M 

                     9,600 (C)                          9600  

     12,000               …… P ……  14,400 

                     2,400 (V)                         4,800（2400V ＋ 2,400M ） 

 

     ※ ①の追加資本 2,000 自体が生み出した 400M のさらなる追加資本としての運動 

                     320 (C)                            320 

      400          …… P ……    480 

                      80 (V)                            160（80V ＋ 80M） 
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 ○ 蓄積は累進的規模での資本の再生産に帰着 

   「一万ポンドの最初の資本は、二○○○ポンドの剰余価値を生み、それが資本化さ

れる。二○○○ポンドの新資本は四○○ポンドの剰余価値を生み、これがふたた

び資本化され、すなわち第二の追加資本に転化されて、八○の新しい剰余価値を

生む、等々である。」                              【④ p. 1011】（p. 607） 

    「最初の資本は一万ポンドの前貸によって形成された。その所有者はどこからこれ

を得たのか？彼自身の労働と彼の先祖の労働によってである！ と経済学の代弁

者たちは皆異口同音に答える。そして実際に彼らの仮定は、商品生産の諸法則に

合致する唯一のものであるかのように見える。」      【④ p. 1012】（p. 608） 

    「二○○○ポンドの追加資本については、まったく事情が異なる。…（略）…それ

は資本化された剰余価値である。」                  【④ p. 1012】（p. 608） 

    「資本家階級がこの貢物の一部で労働者階級から追加労働力を買うとすれば、たと

えそれが十分な価格で買われ…（略）…るとしても、それはやはり、被征服者の

商品を、被征服者から奪った貨幣で買い取るという、征服者の昔からのやり方と

変わるものではない。」                            【④ p. 1012】（p. 608） 

       「…労働者階級は、彼らの今年の剰余労働によって、次の年に追加労働を就業さ

せるであろう資本をつくり出した。これがすなわち人が言うところの、資本に

よって資本を生み出すということのなである。」   【④ p. 1013】（p. 609） 

    「…第二の追加資本四〇〇ポンドの前提は、第一の追加資本二○○○ポンドの蓄

積が先に行われているということ以外にはないのであって、第二の追加資本は

第一の追加資本の剰余価値が資本化したものである。いまや、過去の不払労働

を所有することが、生きた不払労働を、絶えず増大する規模で現在取得するた

めの唯一の条件として現われる。資本家は、すでにより多く蓄積していればい

るほど、ますます多く蓄積することができる。」                                                     

【④ p. 1013】（p. 609） 

 

 

第二三章 資本主義的蓄積の一般的法則 

   

資本主義的生産は、いったん成立すれば、みずからの力で拡大再生産＝蓄積運動を続け

る。資本は、剰余価値を生産することによって、同時に蓄積条件を生産する。一方で、大

量の生産手段が、その所有者＝資本化階級とともに生産、再生産される。他方では、より

大量の労働力＝労働者階級も再生産される。 

 ⇒ 資本の新たな生産過程で合体され、より大きな剰余価値を生産 

＝累進的な資本の蓄積過程 
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本章の課題 

■「本章では、資本の増大が労働者階級の運命におよぼす影響を取り扱う。」 

【④ p. 1068】（p. 640） 

  ⇒ 労働者階級の運命を考察するために、蓄積過程での資本主義的生産の動き方に立ち

入る 

 

第１節 資本の構成が不変な場合における、蓄積にともなう労働力需要の増大 

 

■ 資本主義的運動を考察するための概念＝「資本の構成」 

○「この研究におけるもっとも重要な要因は、資本の構成と、蓄積過程の進行中にそれが

こうむる諸変化とである。」                 【④ p. 1053】（p. 640） 

  「資本の構成は二重の意味に解されなければならない。価値の面から見れば、この構

成は、資本が不変資本すなわち生産手段の価値と、可変資本すなわち労働力の価値、

労賃の総額とに分割される比率によって規定される。生産過程で機能している素材の

面から見れば、どの資本も生産手段と生きた労働力とに分かれるのであり、この場合

の資本の構成は、一方の使用される生産手段の総量と、他方のその使用に必要な労働

量との、比率によって規定される。私は、第一の資本の構成を資本の価値構成と名づ

け、第二のそれを資本の技術的構成と名づける。この両者のあいだには緊密な相互関

連がある。この関連を表現するために、私は、資本の技術的構成によって規定され技

術的構成の変化を〔自己のうちに〕反映する限りでの資本の価値構成を、資本の有機

的構成と名づける。簡単に資本の構成と言う場合には、つねに資本の有機的構成と解

すべきである。」 

                                           【④ p. 1069】（p. 640） 

  ⇒ 資本＝「不変資本」＋「可変資本」⇒ 2 つの組合せの関係：資本の構成 

    ① 価値構成：資本が、生産手段の価値（不変資本）と労働力の価値（可変資本）

とに、どう分割されているのか、量的比率で規定。 

            → 資本の価値構成 ＝ 不変資本量／可変資本量 

    ② 技術的構成：資本を素材の面から見て、「充用される生産手段の総量」と「その

充用に必要な労働量」との比率で規定。 

            → 資本の技術的構成 ＝ 生産手段量／労働量 

    ⇒ ①と②の総括概念：資本の有機的構成（＝ 資本の構成） 

      ＝ 技術的構成を反映した価値構成 

      資本の構成 ＝ c ／ v ＝ 不変資本量／可変資本量 

  

■ 資本の構成が不変：資本蓄積の進展 → 拡大再生産 → 労賃の上昇 
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○ 「資本の増大は、資本の可変的構成部分、すなわち労働力に転換される構成部分の増

加を含む。追加資本に転化される剰余価値の一部は、つねに可変資本、または追加

的労働元本に再転化されなければならない。」       【④ p. 1069】（p. 641） 

⇒ 生産規模の増大 ＝ 不変資本も可変資本も比例して増大 

 ○ 「…資本の蓄積欲求が労働力または労働者数の増加を上回り、労働者にたいする需要

がその供給を上回って、そのために労賃が騰貴するということがありうる。それど

ころか、右の前提がそのまま持続する場合には、結局そうならざるをえない。…（略）

…蓄積の欲求が労働の普通の供給を超えて増大しはじめる時点、したがって賃銀上

昇が起こる時点が到来せざるをえない。」               【④ p. 1070】（p. 641） 

   ● 「とはいえ、賃労働者が維持され増殖される事情が多かれ少なかれ有利になるとい

うことは、資本主義的生産の基本的性格をなんら変えるものではない。」 

                                                          【④ p. 1070】（p. 641） 

⇒ 「資本の蓄積はプロレタリアートの増加である。」    【④ p. 1071】（p. 641） 

■ 労賃騰貴と資本蓄積 

○ 「資本の蓄積から生じる労働価格の騰貴は、次の二つの場合のどちらかを想定する。 

その一つは、労働の価格騰貴が蓄積の進行をさまたげないので、その価格が騰貴し続け

ると言う場合である。これはなんの不思議もない。…（略）… この場合には、不払労

働が減少しても、資本支配の拡大が決してさまたげられないことは明白である。─そし

て、二者択一のもう一つの場合、労働価格の騰貴の結果として利得の刺激がにぶくなる

ので、蓄積が衰えるという場合である。蓄積は減少する。しかしこの減少とともに、減

少の原因、すなわち資本と搾取可能な労働力とのあいだの不均衡が消滅する。つまり、

資本主義的生産過程の機構は、それが一時的ににつく出す障害をみずから取りのぞく。

労働価格は、ふたたび資本の価値増殖欲求に照応する水準にまで低下する」 

【④ p. 1082】（pp. 647-648） 

       ⇒ 労賃の上昇＝蓄積を保証する範囲に閉じ込められる 

 

■ まとめ 

 ①「…資本主義的蓄積の法則は、実際には、資本主義的蓄積の本性が、資本関係の不断

の再生産、およびその絶えず拡大する規模での再生産に重大な脅威を与えかねない

ような、労働の搾取度のあらゆる減少または労働価格のあらゆる騰貴を廃除するこ

とを、表現しているにすぎない。」           【④ p. 1085】（p. 649） 

 ② 「労働者が現存価値の増殖欲求のために存在するのであって、その逆に対象的富が労

働者の発達欲求のために存在するのではないような生産様式においては、それ以外

ではありえない。」                   【④ p. 1085】（p. 649） 

  ③ 「人間は、宗教において自分自身の頭脳の産物によって支配されると同じように、資

本主義的生産においては、自分自身の手の産物によって支配される。」  
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【④ p. 1085】（p. 949） 

        

 

第２節 蓄積とそれにともなう集積との進行中における 

可変資本部分の相対的減少 

 

   蓄積の強力な槓杆となる社会的労働の生産性の発展 

  ■ 「資本主義制度の一般的基礎がひとたび与えられれば、蓄積の経過中に、社会的労

働の生産性の発展が蓄積のもっとも強力な槓杆となる時点が必ず現われる。」 

【p. 1071】（pp. 650） 

   ■ 「…条件であろうと結果であろう、生産諸手段に合体される労働力に比べての生産

諸手段の量的大きさの増大は、労働の生産性の増大を表現する。したがって後者

〔労働の生産性〕の増加は、労働によって運動させられる生産諸手段の総量に比

べての労働総量の減少のうちに、または労働過程の客体的諸要因に比べての主

体的要因の大きさの減少のうちに現われる。」           【p. 1072】（p. 651） 

    ① 労働の生産性の増大の結果：マニュファクチュア的分業と機械設備の充用（＝

労働生産性の上昇） → より多くの原料が加工 → 

多量の原料・補助材料が労働過程に入る  

    ② 労働の生産性の増大の条件：機械・建物・溶鉱炉・運輸手段（＝生産諸手段）

の総量 → 労働生産性を上昇させる 

   ⇒ 資本蓄積 → 前貸総資本額の拡大 → 生産規模の増大 → 生産技術変革（協業・

分業、機械導入）→ 労働生産性上昇 ＝ 量的拡大 → 労働生産性上昇  

⇒ 資本の技術的構成の変化 

 

    可変資本部分の相対的減少 

     ■ 「資本の技術的構成におけるこの変化、すなわち生産諸手段に生命力を与える労働

力の総量に比べての生産諸手段の総量の増大は、資本の価値構成に、すなわち資本

価値のうちの可変的構成部分を犠牲とする不変的構成部分の増加に反映する。」                                                

【p. 1072】（p. 651） 

      ■ 「…蓄積の進行は、可変資本部分の相対的大きさを減少させるとしても、だから

といって、可変資本部分の絶対的大きさの増加を排除するわけでは決してない。」                 

【p. 1073】（p. 652） 

        例）資本価値：不変資本 50％ 可変資本 50％ → 不変資本 80％ 可変資本 20％ 

       総資本：￡6000 ： 不変資本￡3000 可変資本￡3000 

→ ￡1 万 8000 へ増大：不変資本￡1 万 4400 可変資本￡3600（＝20％増） 

      ⇒ 総資本量３倍増で可変資本 20％増  
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   ■ 「…資本の蓄積にともなって独自的資本主義的生産様式が発展し、また独自的資

本主義的生産様式にともなって資本の蓄積が発展する。これらの両方の経済的

要因は、それらが相互に与え合う刺激に複比例して資本の技術的構成における

変動を生み出し、この変動によって、可変的構成部分が不変的構成部分に比べて

ますます小さくなる。」                               【p. 1075】（p. 653） 

       ⇒ 「独自的資本主義的生産様式」2＝機械制大工業の段階 

       → 以前の自立した生産者によっては不可能な水準での大規模生産 

        「それゆえ手労働者は、孤立して自立的に商品を生産するが、さもなけれ

ば、自己経営のたえの資力がないので自分の労働力を商品として売るの

であるが…」                                 【p. 1074】（p. 632） 

               ⇒ 「独自的資本主義的生産様式」によって労働と生産の方法まで捉える 

 

     資本の集積・集中 

■ 「それぞれの個別的資本は大なり小なりの生産諸手段の集積であり、その大小に応

じて、大なり小なりの労働者軍を指揮する。それぞれの蓄積が新たな蓄積の手段と

なる。この蓄積は、資本として機能する富の総量の増加をともなって、個別資本家

の手におけるこうした富の集積を拡大し、それゆえ、大規模生産と独自的資本主義

的生産方法との基礎を拡大する。」                       【p. 1076】（p. 653） 

■ 「多数の個別的資本への社会的総資本のこのような分裂、または、社会的総資本の

小部分の相互反発にたいしては、それらの小部分の吸引が反作用する。これはもは

や、蓄積と同一物であるところの、生産諸手段と労働に対する指揮との単純な集積

ではない。それは、すでに形成されている諸資本の集積であり、これらの資本の個

別的自立性の廃棄であり、資本家による資本家の収奪であり、群小の資本のより大

きな少数の資本への転化である。…（略）… 一方において 1 人の人の手のもとで

資本が膨張して大きな総量となるのは、他方において多数の人の手のもとで資本

が失われるからである。これは、蓄積および集積と区別される本来的集中である。」  

【pp. 1076-1077】（p. 654） 

      ⇒ 集積：資本の蓄積と拡大再生産にもとづく生産手段の集積 

     集中：現存の資本がより大きな資本に吸収・小資本が集まって大きな資本に転化 

  ■ 「集中は、産業資本家たちにたいしてその作業規模を拡張できるようにすることに

よって、蓄積の仕事を補完する。」                       【p. 1079】（p. 656） 

■ 「…集中は、こうして蓄積の作用を高め促進すると同時に、資本の技術的構成にお

ける変革 ─資本の可変部分を犠牲にして不変部分を増加させ、それによって労働

によって労働にたいする相対的需要を減少させる変革─ を促進する。」 

 
2 「独自的資本主義的生産様式」とは、「社会的結合と技術的皇帝とのこの総体」のことである。訳注、p. 

1075 
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【p. 1080】（p. 656） 

  ■ 「…蓄積の進行中に形成される追加資本は、その大きさに比べれば、ますます少数

の労働者を吸引する。他方では、新たな構成で周期的に再生産される旧資本は、従

来それが就業させている労働者をますます多く反発する。」   【p. 1081】（p. 657） 

  

   まとめ 

   ■ 緩慢に進行する集積に対して、急激に進行する集中は「一夜のうちに鍛接された資

本魂」が「社会的蓄積の新たな強力な槓杆」となり社会的規模で資本構成の変化を促

進する。 

 

第３節 相対的過剰人口または産業予備軍の累進的生産 

 

     相対的過剰人口・資本主義的生産様式に固有な人口法則 

  ■ 「…その可変的構成部分のこうした相対的減少は、他面では逆に、可変資本または

労働者人口の雇用手段の増大よりもつねにいっそう急速な労働者人口の全体的増

大のように見える。むしろ資本主義的蓄積が、しかもこの蓄積の活力と大きさに比

例して、相対的な、すなわち資本の中位の増殖欲求によって余分な、それゆえ過剰

または余剰な労働者人口を絶えず生産するのである。」   【p. 1083】（p. 658） 

  ■ 「労働者人口は、それ自身によって生み出される資本の蓄積につれて、それ自身の

相対的過剰化の手段をますます大規模に生み出す。これこそが資本主義的生産様

式に固有な人口法則であ」る。             【p. 1084】（p. 660） 

  ⇒ 例）資本構成： c ／ v ＝ ３ → ４ へと高度化 

        総資本１億円：7500 万円／2500 万円 → 8000 万円／2000 万円⇒ v：－500 万円 

        ⇒ 可変資本額は 500 万円の絶対的減少 

＝ 雇用量は総資本によってではなく、可変資本の大きさによって決定 

   

    資本主義的生産様式の実存条件としての産業予備軍 

  ■ 「…過剰労働者人口が、蓄積の ─または資本主義の基礎上での富の発展の─ 必然

的な産物であるとすれば、この過剰人口は逆に、資本主義的蓄積の槓杆、いやそれ

どころか資本主義的生産様式の実存条件となる。それは、あたかも資本が自分自身

の費用によって飼育でもしたかのようにまったく絶対的に資本に所属する、自由

に処分できる、産業予備軍を形成する。それは、資本の変転する増殖欲求のために、

現実的人口増加の制限にかかわりなくいつでも使える搾取可能な人間材料をつく

り出す。」                               【p. 1087】（p. 661） 

   ■ 「近代的産業の特徴的な生活経路 ─すなわち、比較的小さな変動によって中断さ

れながら、中位の活気、全力をあげての生産、恐慌、および停滞の諸期間からな
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る 10 ヵ年の循環という形態は、産業予備軍または過剰人口の不断の形成、大な

り小なりの吸収、および再形成に立脚する。」            【p. 1088】（p. 661） 

       ⇒ ① 自然的人口増加に制限されない独自の労働力供給源 

       ・好況期 → 労働需要の急増 ⇒ 人口増加とは別個に独自に追加労働力を供給 

      ＝ 労働力供給の独自の機構 ＝ 社会的に自立した生産様式として確立 

     ② 労賃・労働条件を資本に好都合な範囲に押込める手段 

       ・失業の圧力 → 好況期の労賃上昇を抑制 ＋ 不況期の労賃下落の加速化 

       ・現役労働者の労働日延長と労働強化に貢献 

    ⇒ 「資本の専制支配を完成する」                        【p. 1100】（p. 669） 

 

第４節 相対的過剰人口のさまざまな実存形態。 

資本主義的蓄積の一般的法則 

 

    相対的過剰人口の実存形態 

  ■ 「相対的過剰人口は、ありとあらゆる色合いのもとに実存する。どの労働者も、な

かば就業している期間中またはまったく就業していない期間中は、相対的過剰人

口に属する。」                                        【p. 1101】（p. 670） 

    ■ 「相対的過剰人口は、産業循環の局面転換によって刻印され、周期的に反復される

大きな諸形態、それゆえ、ときには恐慌期に急性的に現われ、ときには事業不振

期に慢性的に現われる諸形態を度外視すれば、つねに 3つの形態 ─流動的形態、

潜在的形態、および停滞的形態をもつ。                 【p. 1101】（p. 670） 

 

 

    ⇒ ３つの実存形態 

    ① 流動的過剰人口 

      「近代的産業の中心 ─工場、マニュファクチュア、冶金工場、鉱山など─ で

は、労働者が、ときには反発され、ときにはふたたびいっそう大量に吸引さ

れ、そのため、生産規模との比率ではつねに低下していくとはいえ、就業者

数は一般に増加する。この場合には、過剰人口は流動的形態で実存する。」 

【p. 1101】（p. 670） 

          ＝ 工場にある時は雇用され、ある時は解雇され、たえず流出入している過剰人口 

        ② 潜在的過剰人口 

      「農村人口の一部分は、絶えず都市プロレタリアートまたはマニュファクチュ

ア・プロレタリアートに移行しようとし、この転化に好都合な状況がくるの

を待ちかまえている。（マニュファクチュアとは、ここでは、すべての非農業

的産業という意味である。）したがって相対的過剰人口のこの源泉は、絶えず
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湧き出ている。しかし、都市へのこの人口の絶え間ない流れは、農村そのも

のにおいて不断の潜在的過剰人口を前提にする…」 【p. 1103】（pp. 671-672） 

     ＝ 農村に居住して都市工場への雇用の機会を待っている過剰人口 

    ③ 停滞的過剰人口 

      「…現役労働者軍の一部分をなすが、しかしまったく不規則な就業のもとにあ

る。こうして、この人口は、資本にたいして、使用可能な労働力の汲めども

尽きぬ貯水池を提供する。彼らの生活状態は労働階級の平均的な標準的水準

以下に低下し、まさにこのために、彼らは資本の独自的搾取部門の広大な基

礎となる。最大限の労働時間と最小限の賃銀が彼らの特徴をなす。」 

【p. 1104】（p. 672） 

     ＝ 非正規労働者群（臨時工、派遣、日雇い、パート、アルバイト・・・） 

  ■ 「最後に、相対的過剰人口の最後の沈殿物は、受救貧民の場に住み着く。浮浪人、犯

罪者、売春婦、要するに本来のルンペン・プロレタリアートを別にすれば、この社

会層は 3 つの部類からなる。」 

      ① 労働能力のある者：産業循環とともに増減 

      ② 孤児・受救貧民の子供：「産業予備軍の志願者」、景気拡大期には現役労働者

軍に編入される 

      ③ 零落者・ルンペン・労働無能力者：転職能力のなく没落する人、高齢者、労

働災害の犠牲者 

 

    資本主義的蓄積の絶対的・一般的法則 

  ■ 「社会の富、機能資本、機能資本の増大の範囲と活力、したがってまたプロレタリ

アートの絶対的大きさおよび彼らの労働の生産力、これらが大きくなればなるほ

ど、それだけ産業予備軍が大きくなる。」                 【p. 1106】（p. 673） 

  ■ 「…この予備軍が現役の労働者軍と比べて大きくなればなるほど、固定的過剰人口、

すなわち彼らの労働苦に反比例して貧困が増大していく労働者層が、それだけ大

量的になる。」                      【p. 1106】（p. 674） 

  ■ 「最後に、労働者階級中の貧困層と産業予備軍とが大きくなればなるほど、公認の

受救貧民がそれだけ大きくなる。」                    【pp. 1106-1107】（p. 674） 

  ⇒ 「これこそが資本主義的蓄積の絶対的・一般的な法則である。」 【p. 1107】（p. 674） 

 

第５節 資本主義的蓄積の一般的法則の例証 

 

    1846 年－1866 年のイギリス 

   ■ 「資本主義的蓄積の研究に好都合な時期」               【p. 1113】（p. 678） 

     イギリスの工業労働者階級の薄給層 
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    移動民 

   ■ 農村出身で工業的仕事に従事している「資本の軽歩兵」   【p. 1139】（p. 693） 

    労働者階級中の最高給部分におよぼす恐慌の影響 

    大ブリテンの農業プロレタリアート 

    アイルランド 

 

 

第 24 章 いわゆる本源的蓄積 

第 1 節 本源的蓄積の秘密 

 

    主題 

   「どのように貨幣が資本に転化され、資本によって剰余価値がつくられ、また剰余価

値からより多くの資本がつくられるかは、すでに考察してきた。他方、資本の蓄積

は剰余価値を前提とし、剰余価値は資本主義的生産を前提とするが、しかし、資本

主義的生産はまた商品生産者たちの手のなかに比較的大量の資本と労働力とが現存

することを前提とする。しがたって、この全運動は循環論法式にどうどうめぐりを

するように見えるのであり、このどうどうめぐりから抜け出るためには、資本主義

的蓄積に先行する『本源的』蓄積、すなわち資本主義的生産様式の結果ではなくそ

の出発点である蓄積を、想定するよりほかはない。」   【p. 1221】（p. 741） 

 

  ■ 資本の成立の２つの条件 

   ① 資本と資本家の登場 

      生産諸手段および生活諸手段の所有者 

   ② 労働力の売り手である労働者の存在 

      労働力以外売るべきものをもたない人間          【pp. 290-291】（p. 184） 

 

    本源的蓄積 

     「商品市場のこのような両極分化とともに、資本主義的生産の基本的条件は与えら

れる。資本関係は、労働者と労働実現条件の所有との分離を前提とする。…（略）

… したがって、資本関係をつくり出す過程は、労働者を自分の労働諸条件の所有

から分離する過程、すなわち一方では社会の生活手段および生産手段を資本に転

化し、他方では直接生産者を賃労働者に転化する過程以外のなにものでもありえ

ない。したがって、いわゆる本源的蓄積は、生産者と生産手段との歴史的分離過程

にほかならない。それが『本源的なもの』として現われるのは、それが資本の、そ

してまた資本に照応する生産様式の前史をなしているためである。」 

【p. 1224】（p. 742） 
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   本源的蓄積の歴史過程：「血と火の文字」で刻まれた歴史 

   「資本主義社会の経済構造は封建社会の経済構造から生まれてきた。後者の解体

が前者の諸要素を有利させたのである。」           【p. 1224】（p. 743） 

       ■ 生産者を賃労働者に転化させる歴史的運動 

「農奴的隷属と同職組合的規制からの生産者の解放として現われる」 

「彼らからすべての生産手段が奪い取られ、古い封建的諸制度によって与えら

れていた彼らの生存上のすべての保証を奪い取られてしまった」 

        ⇒ 「はじめて自分自身の売り手になる」          【pp. 1224-1225】（p. 743） 

    ■ 封建制との闘争への勝利 

     「…新しい主権者である産業資本家たち…（略）…の台頭は、封建的勢力とその

腹立たしい特権とにたいする、また同職組合やそれが生産のっ自由な発展と人

間による人間の自由の搾取とに課していた桎梏にたいする、闘争の勝利の成果

として、現われる。」                                【p. 1225】（p. 743） 

        ⇒ 封建的搾取の資本主義的搾取への転化：労働者の隷属状態 

        

第２節 農村からの土地の収奪 

 

    イギリスの土地収奪史 

   ■ 生産者である農民から土地＝生産手段を奪い取る歴史 

   ■ 15 世紀－19 世紀：５つの展開 

     ① 15 世紀最後の 1／3 期から 16 世紀最初の数十年間 

       ⇒ 羊毛マニュファクチュア発展 → 羊毛価格高騰 

        →「耕地の牧羊場への転化」     【p. 1230】（p. 746） 

          ② 16世紀：宗教改革 

       ⇒ 国王・家臣による教会所有の土地を強奪 → 農業資本家に売却 

        ＝ 「古い土地所有諸関係の宗教的堡塁」の崩壊【p. 1235】（p. 750） 

        ⇒ 「17世紀の最後の数十年間にもなお、独立農民層であるヨ―マンリーは、借地

農場経営者の階級よりも多数であった」            【p. 1237】（p. 750） 

          ③ 17世紀：国有地の盗奪 

       ⇒ 「地主的および資本家的貨殖者たち」と国家の一体化による土地強奪立法 

による「新たな土地貴族」の形成     【p. 1239】（pp. 751-752） 

     ④ 18 世紀：「共益地」の盗奪 

       ⇒ 土地の「囲い込み」→ 農耕労働者の窮乏化 【p. 1241】（pp. 752-753） 

     ⑤ 19 世紀：「地所の清掃」                      【p. 1248】（p. 756） 

       ⇒ 農民を一掃して羊への置き換え 
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    ■ 「教会領の略奪、国有地の詐欺的譲渡、共同地の盗奪、横奪による、そして容赦

のない暴行によって行なわれた封建的所有および氏族的所有の近代的な私的所

有への転化、これらはみないずれも本源的蓄積の牧歌的方法であった。これらは、

資本主義的農業のための場面を征服し、土地を資本に合体させ、都市工業のため

にそれが必要とする鳥のように自由なプロレタリアートの供給をつくり出した。」  

【p. 1257】（pp. 760-761） 

 

第３節 15 世紀以来の被収奪者にたいする流血の立法。 

労賃引き下げのための諸法律 

 

   資本家の搾取の仕組みにはめ込むための法律 

  ■ 「グロテスクで凶暴な法律」 

     ・ 浮浪人に重罰を課す法律（1530 年） 

     ・ 労働拒否者を告発者の奴隷にする法律（1547 年） 

     ・ 鑑札を持たない乞食に烙印を押したり死刑にする法律（1572 年） 

    ⇒ 「こうして、暴力的に土地を収奪され、追放され、浮浪人にされた農村民は、

グロテスクで凶暴な法律によって、鞭打たれ、烙印を押され、拷問されて、賃

労働制度に必要な訓練をほどこされた。」      【p. 1262】（p. 765） 

   ■ 「鳥のように自由なプロレタリアートの暴力的創出、彼らを賃労働者に転化させる

血なまぐさい訓練、労働の搾取度とともに資本の蓄積を警察力によって増進させ

た厭うべき元首と国家の行動」                        【p. 1271】（p. 770） 

         

第４節 資本主義的借地農場経営者の創生記 

 

    農業資本家の誕生 

     ■ 「本来の借地農場経営者 ─彼自身の資本を賃労働者の使用によって増殖し、剰余価

値生産物の一部分を貨幣または現物でランドロードに地代として支払うもの─。」        

【p. 1272】（p. 771） 

      ⇒ 土地所有者 ─ 農場経営者 ─ 農業労働者 

  ■ 「農業革命は、農村民を貧しくするのと同じ速さで借地農場経営者を富ませていく。」                

【p. 1272】（p. 771） 

 

第５節 工業への農業革命の反作用。 

産業資本のための国内市場の形成 

 

    国内市場の創出① 
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     ■ 「農村民の一部分の収奪および追放は、労働者とともに彼らの生活手段と労働材料

とを産業資本のために遊離させるだけでなく、国内市場をつくり出す。」        

【p. 1279】（p. 775） 

  ■ 「実際、小農民を賃労働者に転化して、彼らの生活手段および労働手段を資本の物

的要素に転化させる諸事件は、同時に資本のためにその国内市場をつくり出す。」 

【p. 1280】（p. 775） 

  ■ 「このようにして、依然の自営農民の収奪や彼らの生産手段からの分離とならんで、

農村副業の破壊、マニュファクチュアと農業の分離過程が進行する。そして、農村

家内工業の破壊のみが、一国の国内市場に、資本主義的生産様式の必要とする広さ

と強固な存続とを与えうるのである。」                   【p. 1280】（p. 776） 

 

   国内市場の創出② 

     ■ 「大工業がはじめて、機械によって資本主義的農業の恒常的な基礎を与え、農村民

の巨大な大多数を徹底的に収奪し、家内的・農村的工業 ─紡績と職布─ の根を引

き抜いて、それと農業との分離を完成する。それゆえまた、大工業がはじめて産業

資本のための国内市場全体を征服する。」                 【p. 1281】（p. 777） 

    ⇒ 生産者の農村賃労働者への転化 → 自己消費していた農産物（食料）の外部への販

売 ＋ 自家生産していた生活手段の外部からの購入 

 

第６節 産業資本家の創生記 

 

   小資本家 

     ■ 「同職組合の多くの小親方や、さらに多くの独立した小手工業者が、あるいはまた

賃労働者さえもが小資本家に転化し、そして賃労働の搾取の漸次的な拡大とそれ

に照応する蓄積とによって、“文句なし”の資本家に転化した。」        

【p. 1283】（pp. 777-778） 

     高利資本と商人資本 

     ■ 「高利と商業とによって形成された貨幣資本は、農村では封建制によって、都市で

は同職組合によって産業資本への転化をさまたげられていた。…（略）…新たなマ

ニュファクチュアが輸出港におこされ、あるいは古い都市制度（特権都市）や同職

組合制度の管理のそとにある田園の諸地点におこされた」 【p. 1285】（p. 778） 

 

     本源的蓄積のさまざまな契機 

     ■ 「…（略）…17 世紀末には植民制度、国債制度、近代的租税制度、および保護貿易

制度において体系的に総括される。」           【p. 1286】（p. 779） 
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     まとめ 

     ■ 「資本主義的生産様式の『永遠の自然法則』に道を切り開き、労働者と労働諸条件

との分離過程を完成し、一方の極では社会的な生産手段および生活手段を資本に

転化させ、反対の極では人民大衆を賃労働者に、近代史のこの芸術作品である自由

な『労働貧民』に、転化させるには、“このような骨折りを必要とした”のである。」        

【p. 1300】（p. 788） 
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